


私たちの調査研究は,永年継続している異常児発生要因調査,すなわち妊娠時から成長の経

過を追跡する調査の結果の分析から,先天異常の発生防止や,周産期死亡の予防をはじめ,

子どもを健やかに育てる母子保健行政の効果的なあり方を策定することを目的としている

。 

今回の報告は,その追跡調査の分析の一部追加と母児健康管理システムの一試案である。こ

の試案は,なお詳細な施行体制が研究されねばならないし,他の方法および現行方式との比

較検討も必要である。 

なお行政の第一線における保健婦の妊産婦指導のための指針を作成中であるが,具体性の

配慮を重視している。 


